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2かわまた議会だより

　令和８年第２回議会定例会は、３月５日から19日ま
での15日間の会期で開催されました。
　一般会計当初予算には、山木屋地区防災拠点施設や貸
事業所など新たな施設の運営開始に伴う事業費が計上さ
れたほか、旧飯坂小学校改修や川俣高校の学生寮の移転
整備など、４年目となる町の第６次振興計画の４つの重
点事業の実現を目指すための経費が盛り込まれました。
議会では、予算決算常任委員会で集中的に当初予算を審
議し、本会議で採決されます。同委員会での多くの議論
を経て、予算を含め、議案は全て「可決」となりました。
（予算審議の内容は４-５㌻をご覧ください）

　川俣高校学生寮を移転整備するための
費用。移転により定員が６名から16名
となる。移転先は字宮町地内。

1億1,442万円

川 俣 高 校 学 生 寮 移 転 整 備

　昨今の猛暑による熱中症対策として、
川俣中学校の体育館に空調設備を設置す
るための工事費用。

1億2,250万円

中学校体育館の熱中症対策

3月議会
Close UP
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3 月 議 会 で は 何 が 決 ま っ た の か ？



3 かわまた議会だより

当 初 予 算 の 主 な 事 業 は？

オリナスかわまた、マザッテなど新たな施設の運営開始 etc…

　シルクピアの一体的な魅力向上を目的
に、おりもの展示館の改修リニューアル
に向けた設計業務委託料。

　町道の舗装補修や側溝補修等のほか、
降雪時の除雪作業委託料など町道の維持
にかかる費用。

2,000万円 7,750万円

おりもの展示館リニューアル 町 道 の 維 持 修 繕 費 用

　４月１日開所の貸事務所「オリナスか
わまた」の運営開始に伴う施設の指定管
理料等を計上。

　４月１日に運営開始の子育てコミュニ
ティセンター「マザッテ」の指定管理や
敷地整備に係る費用。

1,975万円 1,071万円

貸事務所「オリナスかわまた」運営費用 子育てコミセン「マザッテ」運営費用

Close up 3月議会



　　　　⑴　当初予算の編成にあたり、財政調整基金
の取り崩しが過去最大となった。いつ発生するか分
からない災害など不測の事態に備えるためにも、安
定的な財政運営を行うこと。
⑵　旧飯坂小学校の利活用について、今後の町財政へ
の影響が大きくなることが想定されるが、未確定な
部分が多いため、今後、議会に対し随時情報を提供
すること。
⑶　公有財産の増加に伴うランニングコストが、将来
の町民負担とならないような方法で事業を進めるこ
と。
⑷　ふるさとづくり寄付金は、貴重な財源である。引
き続き、幅広い返礼品の開発に努めるとともに、既
存の返礼品についても魅力向上に努め、安定的な寄
付の獲得を目指すこと。

　　　　⑴　町防災行政無線について、予備の戸別受
信機が十分確保されていることから、必要としてい
る方にはすみやかに設置すること。
⑵　消防団員の資質向上を図るため、必要な研修費等
　については早急に予算化すること。
⑶　消防団の活動に支障が生じないよう適正な予算を
　確保すること。
⑷　自主防災組織の設立と強化は、地域の防災力向上
につながる重要な取組である。補助事業の周知を強
化するとともに、積極的に各地域に設置に向けた働
きかけを行うこと。

4かわまた議会だより

⑸　議場の傍聴席の増設と事務局執務室の拡張につい
　て、早急に実現を図ること。
⑹　高齢化の進行により、従来の広報配布などの維持
が困難になりつつあるため、配布体制の見直しを図
ること。

　　　　⑴　移住・定住事業については、引き続き、
町の魅力を効果的に発信する方法を研究するととも
に、移住者に選ばれる自治体としての取組を強化す
ること。
⑵　地域おこし協力隊については、卒隊後の隊員が地
域に根差し、地域の課題解決に資する取組を継続し
ながら町に定着できるよう、起業・事業承継支援補
助金の有効活用に努めること。
⑶　町の地域公共交通については、利用者の声を積極
的に吸い上げる機会を設け、費用対効果を追究しな
がら実態に合ったよりよい体制づくりを進めること。
⑷　大学等との連携事業については、形式的な連携に
とどまらず、将来的な町の発展に資する取組となる
よう努めること。
⑸　工業団地立地企業の収支状況等の把握に努め、よ
り良い事業活動が展開されるよう、企業との連携に
努めること。

　　　　⑴　斎場の狭小さに対する町民の不満の声が
　多いことから、すみやかに対応策を検討すること。

各 課 へ の 意 見 は 次 の と お り で す。

令 和 ８ 年 度 新 年 度 予 算 を 慎 重 審 議

予算決算常任委員会報告

政 課

策 推 進 課

務 課

民 税 務 課

町が当初予算を編成（予算書の作成）

予算の認定・又は不認定（委員会報告を基に討論・採決）

3月議会定例会
（議案の上程・質疑・委員会付託）

予算決算常任委員会
（付託を受け審議・討論・採決）

議案として上程 付託

意見

報告

予算議決までの流れ
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予算決算常任委員会報告

令
ま と め

　　　　⑴　川俣高校魅力向上推進事業については、
今後、新寮の改修が進められるが、全国募集による
生徒の生活に支障が出ることが無いよう計画的に事
業を進めること。また、新寮移転後の現在の寮の活
用方法については、これまでの改修費用が無駄にな
らないよう町当局と早期に協議すること。
⑵　町内の高校生に対し、安全確保と教育機会の均等
　を図る観点から、通学負担の軽減策を図ること。
⑶　学校給食については、さらなる地産地消の取組を
　図ること。

　　　　⑴　認定こども園事業について、４つの事業
に補助金が交付されるが、引き続き、かわまた認定
こども園との連携を強化し、教育・保育の質の向上
に努めること。

　　　　⑴　前田遺跡の国史跡指定に向けた取組を着
実に進めるとともに、広く町民に前田遺跡の魅力を
発信し、文化財の活用を図ること。
⑵　代官所跡の石碑は、早急にもとの場所に戻すよう
　協議を進めること。

　　　　特になし。

　　　　⑴　議場の傍聴席の増設と事務局執務室の拡
　張について、早急に実現を図ること。
⑵　議会中継システムの更新が予定されているが、開
かれた議会の達成に資する取組となるよう、様々な
方法を模索し、より良い方法で実施すること。

　　　　⑴　在宅老人福祉対策事業など多くの事業の
適切な執行、各種支援の連携により、引き続き、高
齢者の福祉向上を図ること。
⑵　既存の医療機関等と密に連携を図り、地域医療の
　充実に努めること。

　　　　⑴　有害鳥獣捕獲事業については、引き続き、
　総合的な対策を講じること。
⑵　各種イベント出店の費用が計上されているが、特
産品の知名度アップや販路拡大につながる取組とな
るよう、方法等をよく検討し、実施すること。
⑶　今後予想される燃油、肥料等の価格高騰に対して
　は、スピード感を持って適時的確に対応すること。

　　　　⑴　町道改良については、改良が長期にわた
っている箇所があるので、財源の確保と早期実施に
努めること。また、路線箇所の選択と集中により、
工期短縮についても検討すること。
⑵　町営住宅等の空き部屋が多くなってきている。用
途変更や入居対象の拡大など、柔軟な運用により、
人口増、定住化につながる住宅施策をさらに推進す
ること。
⑶　水道事業については、施設の老朽化が顕著である
ことから、広域連携の取組の強化など、将来にわた
り安定的な運営ができるよう計画すること。

　　　　⑴　住民支援については、帰還者の生活支援
はもとより、未帰還者の実態把握に努めるなど、帰
還促進に向けた取組を強化すること。

子 力 災 害 対 策 課

校 教 育 課

育 て 支 援 課

涯 学 習 課

計 室

会 事 務 局

健 福 祉 課

林 振 興 課

設 水 道 課
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議案番号 件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

議案の審議結果
3 月 定 例 会 回の定例会で町から提案のあった

議案は次の37件でした。それぞ
れの議案について審議が行われ、結果
は記載の通りです。

今

第２号
第３号
第４号
第５号
第６号
第７号
第８号
第９号
第10号
第11号
第12号
第13号
第14号
第15号
第16号
第17号
第18号
第19号
第20号

第22号
第23号
第24号
第25号
第26号
第27号
第28号
第29号
第30号
第31号
第32号
第33号
第34号
第35号
第36号
第37号
第38号

第21号

動産の取得について
伊達地方消防組合中央消防署南分署建設敷地造成工事請負契約の一部変更について
山木屋地区防災まちづくり拠点施設敷地造成工事請負契約の一部変更について
山木屋地区防災まちづくり拠点施設新築工事請負契約の一部変更について
大綱木公民館敷地造成工事請負契約の一部変更について
川俣町過疎地域持続的発展計画の策定について
辺地に係る総合整備計画の策定について
川俣町いきいき長寿祝金給付条例
川俣町山木屋地区防災まちづくり拠点施設の設置及び管理に関する条例
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
川俣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
川俣町社会体育施設設置条例の一部を改正する条例
川俣町火入れに関する条例の一部を改正する条例
川俣町町営住宅条例の一部を改正する条例
川俣町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例
町道路線の認定及び変更について
川俣町子育てコミュニティセンターの指定管理者の指定について
損害賠償の額の決定及び和解することについて

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（賛成多数）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（賛成多数）
可決（賛成多数）
可決（賛成多数）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）

承認（全会一致）専決処分の報告及びその承認について
（専決第１号　令和７年度川俣町一般会計補正予算（第５号））

令和７年度川俣町一般会計補正予算（第６号）
令和７年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
令和７年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第４号）
令和７年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）
令和７年度川俣町山木屋財産区特別会計補正予算（第１号）
令和８年度川俣町一般会計予算
令和８年度川俣町国民健康保険特別会計予算
令和８年度川俣町介護保険特別会計予算
令和８年度川俣町後期高齢者医療特別会計予算
令和８年度川俣町奨学資金特別会計予算
令和８年度川俣町工業団地造成事業特別会計予算
令和８年度川俣町小島財産区特別会計予算
令和８年度川俣町飯坂財産区特別会計予算
令和８年度川俣町大綱木財産区特別会計予算
令和８年度川俣町小綱木財産区特別会計予算
令和８年度川俣町山木屋財産区特別会計予算
令和８年度川俣町水道事業会計予算
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で
あ
る
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

【
賛
成
討
論
】

　

当
初
予
算
に
反
対
す
れ
ば
国

保
加
入
者
に
も
様
々
迷
惑
が
か

か
る
。
予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長
も
可
決
す
べ
き
も
の
と

報
告
し
て
い
る
た
め
賛
成
す
る
。

（
高
橋
清
美
議
員
）
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●
議
案
第
10
号

川
俣
町
山
木
屋
地
区
防
災
ま

ち
づ
く
り
拠
点
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

Ｑ　

町
民
の
防
災
意
識
高
揚
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
向

上
等
の
た
め
の
施
設
設
置
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
整
備
と
な
る
の
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

Ａ　

山
木
屋
地
区
の
地
域
づ
く

り
の
課
題
解
決
や
住
民
の
安
全

安
心
な
環
境
整
備
の
た
め
施
設

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

（
原
子
力
災
害
対
策
課
長
）

●
議
案
第
13
号

川
俣
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ　

医
療
保
険
に
別
な
目
的
の

費
用
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
は
税

法
上
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
特

定
世
帯
と
は
。（石

河
ル
イ
議
員
）

Ａ　

今
回
、
国
保
税
の
中
に
子

ど
も
子
育
て
支
援
金（
納
付
金
）

が
入
る
形
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
各
施
行
令
で
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
特
定

世
帯
と
は
夫
婦
な
ど
２
人
世
帯

の
う
ち
１
人
が
後
期
高
齢
者
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
１
人
世
帯

と
な
っ
た
世
帯
の
こ
と
で
す
。

（
町
民
税
務
課
長
）

【
反
対
討
論
】

　

国
保
税
加
入
者
は
直
接
物
価

高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
て
お
り
、

国
民
負
担
を
増
加
さ
せ
る
も
の

で
本
当
の
支
援
に
な
っ
て
い
な

い
。
国
の
責
任
で
財
源
を
確
保

す
べ
き
と
考
え
る
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

本

会

議

で

の

主

な

質

疑

応

答

議
員
は
ど
こ
に
注
目
し
た
か
。

条　
　
　
例

条　
　
　
例

○は賛成、×は反対

第13号　川俣町国民健康保険税
条例の一部を改正する条例

第28号　令和８年度川俣町国民
健康保険特別会計予算

第29号　令和８年度川俣町介護
保険特別会計予算

第30号　令和８年度川俣町後期
高齢者医療特別会計予算

議　　　　　　案

菅
野　

清
一

新
関　

善
三

高
橋　

清
美

蓮
沼　

洋
志

作
田　

善
輝

石
河　

ル
イ

山
家　

恵
子

菅
野　

信
一

高
橋　

文
雄

藤
原　
　

正

藤
野　

圭
史

○○○○○×○○○○○

○×○○○×○○○○○

○○○○○×○○○○○

○○○○○×○○○○○

議　案　採　決　表
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趣　旨
採　択

趣　旨
採　択

趣　旨
採　択

趣　旨
採　択

５件の陳情を常任委員会に付託し、
審査を行いました。▼ 陳 情 の 審 査 結 果

受理
番号 付託委員会 件　　　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

1

2

3

4

5

総 務 産 業
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

厚 生 文 教
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

福島県最低賃金の引き上げと早期発
効を求める意見書提出の陳情につい
て

保育所等に対する社会福祉施設職員
等退職手当共済制度の公費助成の継
続を求める意見書の提出を求める陳
情書

保育士配置基準の引上げの早期完全
実施とさらなる改善を求める意見書
提出を求める陳情書

介護保険料の負担軽減のため、国庫
負担割合を35％へ引き上げることを
求める意見書に関する陳情書

再審法（刑訴法の再審規定）の改正
を求める陳情

福島県伊達市保原町字舟橋180
日本労働組合総連合会
福島県連合会伊達地区連合会

議長　髙橋　誠一

福島県福島市渡利字大豆塚7
さくら保育園気付

　福島県保育連絡会
代表　大宮　勇雄

福島県福島市渡利字大豆塚7
さくら保育園気付

　福島県保育連絡会
代表　大宮　勇雄

福島市渡利字中江町66
福島医療生活協同組合内

　福島県県北高齢期運動連絡会
会長　齋藤　和衛

福島市舟場町3－26
　日本国民救援会福島県本部

会長　鈴木　雅貴

次のとおり意見書を提出しました。▼ 議 員 提 案
意　見　書　名 宛　　　　　　　　　　先

内閣総理大臣　　厚生労働大臣　　福島労働局長
福島県最低賃金の引き上げと早期発効を
求める意見書

採　択
意見書
提　出
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フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
状

況
及
び
定
期
的
な
実
施
は
。

　
　
　
令
和
７
年
２
月
町
職
員
対

象
に
実
施
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
届
け
た
。
令
和
７
年
12
月
鶴
沢

婦
人
会
が
キ
ッ
チ
ン
か
わ
ま
た
に

届
け
た
。
定
期
的
な
実
施
は
し
て

い
な
い
。

　
　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
住
民
が

い
つ
で
も
協
力
で
き
る
仕
組
み
を

整
え
る
考
え
は
。

　
　
　
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ

て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
す
る

な
ど
効
果
的
な
方
法
、
仕
組
み
作

り
を
検
討
す
る
。

に
繋
が
る
事
か
ら
高
校
か
ら
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
取
り
組

む
。

　
　

外
見
の
変
化
に
対
す
る
相
談

件
数
、
実
態
の
把
握
は
？

　
　
　
福
島
県
に
寄
せ
ら
れ
た
件

数
は
令
和
４
年
度
９
５
３
５
件
、

年
々
増
加
傾
向
。
内
容
も
多
様
化
。

　
　

療
養
生
活
の
質
の
向
上
、
就

業
支
援
の
観
点
か
ら
も
ウ
ィ
ッ
グ

助
成
は
重
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
町
の
ウ
ィ
ッ
グ
の
助
成
は

な
い
が
、
共
生
社
会
に
お
い
て
非

常
に
重
要
な
観
点
と
認
識
す
る
。

　
　

保
険
適
用
後
、
町
独
自
の
助

成
制
度
は
あ
る
の
か
？
拡
充
の
検

討
の
考
え
は
。

　
　
　
県
の
助
成
事
業
に
不
妊
治

療
・
検
査
費
用
を
上
限
20
万
、
不

育
症
治
療
・
検
査
に
上
限
15
万
を

上
乗
せ
実
施
。
令
和
６
年
度
か
ら

不
育
治
療
・
検
査
を
10
万
か
ら

20
万
に
増
額
、
加
え
て
今
年
度
よ

り
不
育
症
治
療
・
検
査
の
助
成
を

新
た
に
実
施
し
て
い
る
。

　
　

男
性
不
妊
の
理
解
促
進
・
啓

発
、
専
門
相
談
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
専
門
性
の
高
い
相
談
に
は

県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
案

内
、
よ
り
広
い
意
味
と
捉
え
て
、

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

子
ど
も
を
望
む
人
を
支
え
る

町
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と

今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　
　
　
男
女
が
将
来
の
妊
娠
、
出

産
を
見
据
え
た
健
康
的
な
生
活
習

慣
の
改
善
や
健
康
管
理
を
推
進
し

て
い
く
事
が
子
ど
も
を
望
み
産
み

育
て
て
い
く
若
い
世
代
へ
の
支
援

答　不妊治療助成事業は今年度2件実施

一
般
質
問　

山
家
恵
子　
議
員

不妊治療支援を問う

山家 恵子　議員

問

問

問

問

問

問

問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

ウ
ィ
ッ
グ
等
購
入
費

助
成
の
創
設
を

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
常
設
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

※プレコンセプションケア：性や妊娠に
関する正しい知識を身につけ、健康管
理を行うよう促すことをさす



よ
う
な
予
算
編
成
と
な
る
の
か
。

　
　
　
新
規
事
業
費
や
地
方
債
の

増
額
に
よ
り
財
源
不
足
が
生
じ
た

た
め
で
、
来
年
度
も
こ
の
よ
う
な

状
況
は
続
く
も
の
と
思
う
。

　
　

過
去
、
５
年
間
の
中
途
退
職

者
、
ま
た
長
期
休
職
者
は
何
人

か
？

　
　
　
中
途
退
職
者
は
５
年
間
で

計
19
名
。
長
期
休
職
者
は
５
年
間

で
計
23
名
。
退
職
者
も
休
職
者
も

理
由
は
様
々
で
す
。

　
　

町
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
具

体
対
策
は
？

　
　
　
随
時
、
職
環
境
の
改
善
や
、

個
人
面
談
や
産
業
医
と
の
連
携
に

よ
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
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原
発
事
故
前
山
木
屋
に
は
65

の
事
業
者
が
あ
っ
た
が
現
状
は
。

　
　
　
令
和
８
年
現
在
、
35
の
事

業
者
が
事
業
継
続
、
う
ち
24
の
事

業
者
が
山
木
屋
地
区
外
で
事
業
を

継
続
し
て
い
る
。

　
　

避
難
解
除
の
際
交
わ
さ
れ
た

確
認
書
の
協
議
の
場
は
何
回
行
わ

れ
た
か
。

　
　
　
協
議
の
場
は
設
け
て
い
な

い
が
、
復
興
大
臣
が
来
庁
の
際
は

要
望
書
を
提
出
し
て
町
の
課
題
や

復
興
の
現
状
を
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
要
望
書
は
確
認
書
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い

る
。

　
　

財
政
調
整
基
金
を
５
億
円
取

り
崩
す
予
算
と
な
っ
た
が
財
政
運

営
は
大
丈
夫
か
。
来
年
度
も
こ
の

　
　

新
た
な
処
分
場
進
出
の
予
定

地
と
そ
の
規
模
は
。

　
　
　
事
業
者
は
ミ
ダ
ッ
ク
ホ
ー

ル
デ
イ
ン
グ
ス
と
い
う
静
岡
県
の

業
者
で
、
場
所
は
ゴ
ル
フ
場
予
定

地
で
埋
め
立
て
面
積
は
20
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
埋
め
立
て
容
量
は
４
０
０

万
ｔ
の
計
画
で
あ
る
。

　
　

昭
和
60
年
操
業
の
富
岡
興
行

所
有
の
旧
産
廃
処
分
場
の
現
状
は
。

　
　
　
平
成
21
年
、
不
法
投
棄
に

よ
る
業
の
取
り
消
し
を
受
け
、
汚

水
処
理
は
県
の
水
質
検
査
な
ど
を

受
け
て
放
出
し
て
い
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
１
月
下
旬
、
二
本

松
市
長
も
来
庁
し
、
認
め
な
い
で

欲
し
い
と
の
要
請
で
お
互
い
協
力

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
約
束
し
た
。

　
　

こ
れ
ら
大
規
模
開
発
に
つ
い

て
は
き
ち
ん
と
条
例
の
制
定
も
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　
隣
接
自
治
体
と
し
て
二
本

松
市
長
と
も
景
観
保
護
な
ど
の
立

場
か
ら
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

一
般
質
問　

菅
野
清
一　
議
員

菅野 清一　議員

答　昨年7月以降、具体的な説明はなく進展はない

山木屋に新たな産廃処分場
進出の動きがあるが

問問問 答
弁

答
弁

答
弁

避
難
解
除
か
ら
９
年

復
興
の
現
状
は

町
職
員
の
中
途
退
職
者
や

長
期
休
職
者
が
増
え
て
い
る
が

令
和
８
年
の
当
初
予
算
の

基
本
的
考
え
は

問

問問

問問 答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁



高齢化率

43.5％

39.7％

40.6％

44.4％

56.4％

40.0％

55.0％

50.8％

48.9％

51.6％

48.7％

56.6％

　
　

町
内
地
区
別
の
高
齢
化
率
の

状
況
は
。

　
　
　
町
全
体
の
高
齢
化
比
率
に

つ
い
て
は
45
・
２
％
で
あ
る
。

　
　

各
種
団
体
等
へ
の
活
動
支
援

の
内
容
は
。

　
　
　
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
活
動
の
支
援
を
行
な
っ

て
い
る
。

　
　

い
き
い
き
荘
の
利
用
状
況
は
。

　
　
　
高
齢
者
の
利
用
は
、
全
体

の
約
８
割
を
超
え
る
状
況
で
あ
る
。

高
齢
者
に
対
す
る

支
援
策
は
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第
６
次
町
振
興
計
画
に
沿
っ

て
の
１
番
の
事
業
は
。

　
　
　
子
育
て
支
援
、
移
住
・
定

住
、
活
力
あ
る
産
業
、
み
ん
な
の

生
き
が
い
づ
く
り
に
関
連
す
る
事

業
。

　
　

中
長
期
財
政
計
画
ど
お
り
進

ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
計
画
か
ら
大
き

く
増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

敬
老
会
開
催
の
助
成
の
廃
止

の
経
過
は
。

　
　
　
新
た
に
祝
い
金
支
給
年
齢

を
拡
充
し
た
敬
老
祝
い
金
事
業
を

始
め
る
。

　
　

過
去
２
回
ほ
ど
原
発
事
故
被

災
町
民
大
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、

予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
一
回
目
の
開
催
は
平
成
24

年
３
月
４
日
に
、
原
発
事
故
被
災

町
民
大
会
を
開
催
。
第
一
部
で
は

町
民
の
意
見
発
表
、
決
議
文
の
採

択
、
二
部
で
は
震
災
復
興
と
自
治

体
の
役
割
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い

た
だ
い
た
。
二
回
目
の
開
催
は
、

平
成
25
年
３
月
３
日
に
、
原
発
事

故
被
災
町
民
大
会
を
開
催
。
第
一

部
で
は
町
民
の
意
見
発
表
、
決
議

文
の
採
択
を
行
い
、
第
二
部
で
は
、

震
災
復
興
と
自
治
体
の
役
割
に
つ

い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
今

後
、
第
三
回
の
開
催
は
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

一
般
質
問　

高
橋
清
美　
議
員

答　
開
催
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

東
日
本
大
震
災
の
つ
ど
い
等
の

行
事
予
定
は

高橋 清美　議員

問

問

問

問 問

問問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

令
和
８
年
度
の

重
点
事
業
は
何
か

地　　区

川 俣 地 区

鶴 沢 地 区

小 神 地 区

東 福 沢 地 区

西 福 沢 地 区

羽 田 地 区

秋 山 地 区

小 島 地 区

飯 坂 地 区

大 綱 木 地 区

小 綱 木 地 区

山 木 屋 地 区

町内地区別の高齢化率
町全体：45.2％
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一
般
質
問　

石
河
ル
イ　
議
員

特
別
交
付
税
に
つ
い
て
措
置
さ
れ

る
。

　
　

持
続
的
な
安
定
運
営
の
見
通

し
は
。

　
　
　
行
政
責
任
の
確
保
に
留
意

す
る
。
機
能
ご
と
に
直
営
、
委
託
、

指
定
管
理
等
の
方
法
を
判
断
す
る
。

　
　

要
望
が
あ
っ
た
箇
所
数
、
改

修
途
中
箇
所
数
、
完
了
箇
所
数
、

進
捗
状
況
を
問
う
。

　
　
　

要
望
箇
所
数
２
６
２
件
、

完
了
箇
所
数
１
５
７
件
、
未
着
手

箇
所
86
件
約
７
割
が
完
了
と
な
る
。

　
　

土
木
関
係
の
予
算
を
推
進
す

る
考
え
は
あ
る
か
、
問
う
。

　
　
　
将
来
負
担
に
な
る
起
債
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
抑
え
な
が
ら

予
算
を
組
ん
で
い
る
。

　
　

要
介
護
１
人
の
保
険
か
ら
外

し
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
に
移
行
し
た
場
合
の
対

策
は
。

　
　
　
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
体

制
強
化
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

　
　

改
修
費
、
福
島
再
生
加
速
化

交
付
金
活
用
に
つ
い
て
、
詳
細
は
。

　
　
　
６
億
７
３
０
０
万
円
、
事

業
費
の
４
分
の
３
は
福
島
再
生
加

速
化
交
付
金
、
残
額
は
震
災
復
興

　
　

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
値
上

げ
を
撤
回
す
る
考
え
が
あ
る
か
問

う
。

　
　
　
令
和
８
年
１
月
に
５
４
０

円
か
ら
７
０
０
円
に
値
上
げ
し
た

が
、
運
賃
の
値
下
げ
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。
土
日
の
運
行
に

つ
い
て
も
利
便
性
が
高
ま
る
よ
う

な
制
度
設
計
を
し
て
い
く
。

　
　

次
期
改
定
に
つ
い
て
検
討
事

項
、
利
用
料
２
割
３
割
負
担
の
対

象
に
な
る
人
数
を
問
う
。

　
　
　
現
在
の
基
準
に
お
け
る
本

庁
の
２
割
負
担
の
該
当
者
は
約
20

名
、
３
割
負
担
の
該
当
者
は
約
15

名
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

介
護
を
取
り
巻
く
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
介
護
認
定
者
数
は
ほ
ぼ
横

ば
い
で
あ
り
、
介
護
認
定
率
の
上

昇
が
続
い
て
い
る
。
介
護
認
定
者

の
１
人
暮
ら
し
は
１
５
０
人
虐
待

認
定
８
件
、
生
活
相
談
18
件
、
介

護
人
材
に
つ
い
て
は
人
手
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

保
険
料
、
利
用
料
の
負
担
軽

減
対
策
を
問
う
。

　
　
　
公
費
に
よ
る
直
接
値
下
げ

を
実
施
し
て
い
る
。
低
所
得
者
等

の
方
に
対
し
、
施
設
入
所
の
際
の

食
費
と
居
住
費
の
減
免
を
実
施
し

て
い
る
。

答　
安
定
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

住
民
、
福
祉
の
向
上
に

つ
い
て
問
う

石河 ルイ　議員

問

問

問

問問問

問

問

問 答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

旧
飯
坂
小
の
利
活
用
の

計
画
に
つ
い
て
問
う

町
道
の
改
修
促
進
を
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一
般
質
問　

菅
野
信
一　
議
員

オ
フ
ィ
ス
の
申
請
相
談
は
３
件
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
５
件
で

あ
る
。

　
　

今
後
の
募
集
の
在
り
方
に
つ

い
て
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
今
後
、
随
時
募
集
を
考
え

て
は
い
る
が
、
例
え
ば
１
か
月
ご

と
に
区
切
っ
て
募
集
し
選
定
す
る

と
か
、
そ
う
い
っ
た
方
法
も
含
め

て
継
続
し
て
募
集
し
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

学
生
寮
の
定
員
を
超
え
る
場

合
は
。

　
　
　
川
俣
町
学
生
寮
壁
沢
学
生

寮
の
定
員
は
６
名
。
新
年
度
の
学

生
寮
へ
の
入
寮
希
望
者
は
確
定
し

て
い
な
い
が
、
入
学
す
る
生
徒
の

生
活
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に

調
整
し
、
入
寮
生
の
安
定
し
た
生

活
の
場
と
な
る
よ
う
環
境
を
整
え

て
い
く
。

よ
う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
地
域
医
療
体
制
の
確
保
は

町
も
重
要
な
課
題
と
認
識
を
し
て

い
る
。
今
後
は
済
生
会
川
俣
病
院

を
対
象
と
し
た
補
助
金
交
付
事
業

や
、
町
内
医
療
機
関
に
就
労
す
る

医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
支
援

金
交
付
事
業
の
取
組
に
加
え
、
医

師
会
等
関
係
機
関
と
協
力
、
連
携

を
図
っ
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
　

入
居
者
の
応
募
状
況
は
。

　
　
　

２
月
28
日
現
在
、
貸
し

　
　

町
内
小
児
科
が
閉
院
す
る
が
、

町
民
生
活
へ
の
影
響
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　

町
内
小
児
科
の
存
在
は
、

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護
者
の
大

き
な
安
心
で
あ
り
、
そ
の
存
在
が

欠
け
る
こ
と
は
、
子
育
て
世
代
に

と
っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

推
察
す
る
。

　
　

医
師
会
等
へ
の
要
望
の
内
容

は
。

　
　
　
医
師
会
等
に
対
し
、
医
師

（
小
児
科
）
不
足
に
つ
い
て
広
域

的
な
医
師
並
び
に
医
療
体
制
の
確

保
に
関
す
る
連
携
の
強
化
を
要
望

し
、
今
後
も
継
続
し
て
協
議
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　

県
地
域
医
療
計
画
の
中
の
地

域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
要
望
す

る
機
会
は
。

　
　
　

県
医
療
審
議
会
の
下
に
、

県
北
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
が

あ
り
、
そ
ち
ら
で
地
域
医
療
の
体

制
確
保
を
要
望
し
て
い
る
。

　
　

衰
退
す
る
地
域
医
療
を
ど
の

答　医師会等へ小児科確保を要望済み

町内小児科閉院後の
対応を問う

菅野 信一　議員

問

問

問

問問問

問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

川
俣
町
貸
事
業
所
の

開
所
を
質
す

川
俣
高
等
学
校
へ
の

支
援
を
問
う

答
弁

答
弁
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旧
校
舎
施
設
の
維
持
管
理
、

今
後
の
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
協

力
企
業
と
の
連
携
は
。

　
　
　
Ｃ
Ｒ
Ｓ
ス
ポ
ー
ツ
と
の
協

議
で
は
細
部
ま
で
は
ま
だ
詰
め
て

は
い
な
い
が
、
管
理
運
営
の
と
こ

ろ
を
Ｃ
Ｒ
Ｓ
側
と
き
っ
ち
り
と
詰

め
て
よ
り
効
率
、
効
果
的
な
施
設

運
営
が
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

　
　

国
道
３
４
９
号
線
の
飯
坂
地

区
に
お
け
る
改
修
状
況
は
。

　
　
　
東
大
清
水
地
区
か
ら
飯
坂
、

小
島
地
区
に
お
い
て
損
傷
が
著
し

い
箇
所
の
早
急
な
補
修
を
県
に
要

望
し
て
い
る
。
今
年
度
は
小
島
地

区
に
お
い
て
繰
越
事
業
と
し
て
実

施
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。
飯
坂
地

区
に
お
い
て
も
継
続
し
て
予
算
を

計
上
し
本
格
的
な
補
修
を
実
施
す

る
。

選
手
育
成
を
通
じ
た
関
係
人
口
の

創
出
。
学
生
を
対
象
と
し
た
合
同

合
宿
の
実
施
な
ど
、
移
住
・
定
住

に
関
す
る
公
民
連
携
し
た
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。

　
　

既
存
の
宿
泊
施
設
や
交
流
館

と
連
携
す
る
や
り
方
も
あ
る
の
で

は
。

　
　
　
既
存
の
施
設
は
ス
ポ
ー
ツ

も
含
め
子
ど
も
会
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
や
客
数
な
ど
の
条
件
が
つ
い
て

い
る
。
旧
飯
坂
小
に
つ
い
て
は
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
が
メ
イ
ン
で
あ
り
ス

ポ
ー
ツ
と
宿

泊
も
セ
ッ
ト

に
な
り
ま
す

か
ら
、
他
施

設
と
の
棲
み

分
け
は
で
き

る
と
考
え
る
。

　
　

町
が
コ
ン
セ
プ
ト
す
る
町
内

外
の
交
流
を
促
進
す
る
施
設
と
な

り
う
る
か
問
う
。

　
　
　
地
域
の
方
々
か
ら
の
要
望

を
も
と
に
観
光
体
験
交
流
、
移
住

定
住
に
要
す
る
施
設
と
し
て
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
取
り
入
れ
、
小
学
校

に
代
わ
る
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
施
設

と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

地
域
住
民
へ
の
説
明
の
機
会

は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
地
域
住
民
の
方
々
に
は
要

望
に
そ
く
し
た
方
向
性
で
校
舎
の

利
活
用
を
進
め
て
い
く
。
施
設
の

運
用
に
つ
い
て
も
地
域
の
皆
様
に

協
力
い
た
だ
く
部
分
な
ど
が
出
て

く
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
そ
の

辺
も
含
め
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

　
　

本
町
の
移
住
定
住
の
促
進
に

寄
与
す
る
施
設
と
な
る
の
か
。

　
　
　
協
力
企
業
が
立
ち
上
げ
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
実
業
団
が
当
該
施

設
を
練
習
拠
点
と
し
て
利
用
す
る
。

一
般
質
問　

藤
原　

正　
議
員

藤原　 正　議員

答　最終的な改修の姿、運用を丁寧に説明する

旧飯坂小学校利活用に
関して問う

問

問

問 問

問

問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

協
力
企
業
と
連
携
し
た

ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
は

将
来
に
向
け
た
維
持
管
理
は

ど
う
す
る
の
か

国
道
３
４
９
号
線
の

改
修
状
況
は

答
弁
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川
俣
分
庁
舎
だ
よ
り
の
回
覧
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
通
学
の

関
係
で
自
転
車
を
利
用
す
る
の
は

学
生
が
多
い
た
め
、
学
校
に
対
し

学
生
へ
の
周
知
に
つ
い
て
連
絡
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

県
内
の
飲
酒
運
転
の
検
挙
者

が
、
22
年
、
23
年
に
全
国
ワ
ー
ス

ト
３
に
入
る
多
か
っ
た
と
あ
り
、

そ
の
対
策
は
。

　
　
　
町
交
通
対
策
協
議
会
に
町

内
の
事
業
所
や
団
体
が
関
わ
っ
て

い
る
の
で
意
識
を
同
調
し
て
さ
ら

に
年
末
の
時
期
に
は
啓
発
活
動
を

行
な
っ
て
い
く
。
川
俣
分
庁
舎
で

も
、
飲
酒
検
問
や
取
り
締
ま
り
を

強
化
中
で
あ
る
。

　
　

投
資
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
、
な
り

す
ま
し
詐
欺
の
被
害
が
増
加
し
て

い
る
が
、
対
策
は
。

　
　
　
昨
年
10
月
に
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
対
策
ブ
ッ
ク
を
全
戸
に
配
布

し
て
注
意
喚
起
を
促
し
て
い
る
。

算
し
て
い
る
。
約
６
０
０
万
円
ほ

ど
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
５
件
の
申
請
が
あ
る
よ
う
だ
が
。

　
　
　
町
内
の
特
産
品
を
使
っ
て

山
木
屋
地
区
に
貢
献
で
き
る
様
な

設
定
に
し
て
い
る
。

　
　

16
歳
以
上
の
自
転
車
乗
用
車

の
違
反
者
に
青
切
符
が
導
入
さ
れ

る
が
、
そ
の
対
策
は
。

　
　
　

今
月
の
広
報
に
お
い
て
、

の
担
当
課
と
連
携
し
、
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
い
く

ら
に
推
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
年
間
１
９
０
０
万
円
程
予

算
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や
貸

事
務
所
、
宿
泊
所
が
あ
る
が
、
年

間
の
収
益
は
い
く
ら
に
推
定
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
宿
泊
施
設
で
あ
れ
ば
稼
働

率
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の

利
用
率
な
ど
を
積
み
上
げ
て
、
積

　
　

当
町
の
自
主
防
災
組
織
は
な

ぜ
進
展
し
な
い
の
か
。

　
　
　
周
知
や
広
報
が
行
き
届
い

て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
か
と
思
わ

れ
る
た
め
、
今
後
ま
す
ま
す
住
民

の
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
地
域
に

お
け
る
相
互
扶
助
に
よ
る
防
災
活

動
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
が
各

地
区
で
進
展
す
る
よ
う
、
引
き
続

き
努
め
て
い
く
。

　
　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
出
来
て
い
る

の
か
。

　
　
　
各
地
区
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
態
様
は
様
々
で
あ
り
、

各
地
区
の
地
理
的
状
況
も
様
々
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
自
主
防

災
組
織
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
県

一
般
質
問　

蓮
沼
洋
志　
議
員

答　
各
地
区
で
進
展
す
る
よ
う
に
努
め
る

自
主
防
災
組
織
の

積
極
的
な
推
進
を

蓮沼 洋志　議員

問問

問問

問

問問

問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

貸
事
務
所
に
つ
い
て
問
う

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
う

な
り
す
ま
し
、
ロ
マ
ン
ス

詐
欺
被
害
増
大
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一
般
質
問　

藤
野
圭
史　
議
員

　
　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
効
率

化
や
削
減
が
図
ら
れ
た
業
務
内
容

や
業
務
量
を
把
握
す
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
考
る
が
、
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
現
在
、
ま
ず
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
る
と
い
う
段
階
で
、

時
間
や
業
務
の
削
減
が
出
来
た
か

と
い
う
視
点
は
今
後
も
十
分
考
慮

し
て
進
め
る
。

い
る
状
況
に
あ
る
。
今
後
は
、
そ

う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
、
各
部
署

の
必
要
人
材
を
見
据
え
た
計
画
的

な
採
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

退
職
者
の
増
加
を
抑
制
す
る

た
め
、
職
員
の
研
修
や
人
事
評
価

制
度
の
取
組
に
つ
い
て
、
現
在
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
研
修
等
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
人
事
評
価
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向

上
に
努
め
る
。
ま
た
、
職
員
と
の

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

進
め
、
人
材
を
最
大
の
資
源
と
捉

え
、
情
熱
を
持
っ
て
町
政
に
取
り

組
め
る
体
制
づ
く
り
が
重
要
で
は

な
い
か
。

　
　
　
震
災
前
の
採
用
制
限
の
影

響
に
よ
り
、
現
在
、
職
員
の
年
齢

構
成
に
偏
り
が
生
じ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
社

会
人
経
験
者
の
採
用
を
明
確
に
進

め
る
と
と
も
に
、
専
門
性
の
高
い

分
野
に
つ
い
て
は
任
期
付
職
員
の

採
用
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

　
　

人
材
を
単
に
割
り
振
る
の
で

は
な
く
、
各
部
署
の
必
要
人
材
を

リ
ス
ト
化
し
た
上
で
計
画
的
に
募

集
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

退
職
者
が
多
く
、
現
在
、

通
常
の
人
員
配
置
に
も
苦
慮
し
て

　
　

将
来
の
財
政
と
照
ら
し
合
わ

せ
た
時
に
、
今
の
現
状
の
ま
ま

行
っ
て
も
大
丈
夫
な
の
か
。

　
　
　
将
来
も
含
め
、
財
政
調
整

基
金
を
継
続
的
に
取
り
崩
し
て
い

く
よ
う
な
財
政
運
営
は
、
将
来
的

に
大
き
な
課
題
と
な
り
得
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

削
減
可
能
な
経
費
に
つ
い
て
は
着

実
に
見
直
し
を
行
い
、
歳
出
の
抑

制
を
図
る
べ
き
と
こ
ろ
は
適
切
に

抑
制
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
努
め
て
行
く
。

　
　

多
様
な
働
き
方
の
提
示
や
若

手
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を

答　
将
来
に
負
担
が
増
え
な
い
様
に
進
め
る

財
政
の
将
来
見
通
し
を

問
う

藤野 圭史　議員

問

問

問

問

問 安
定
的
な
人
材
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を

こ
れ
ま
で
Ｄ
Ｘ
化
・
業
務

効
率
化
を
し
た
実
績
は

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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活　動　報　告
３月10日、定例会会期中の常任委員会では、それぞれ所管の事務調査を行いました。

総
産
務
業

常任委員会

厚
文
生
教

常任委員会

　総務産業常任委員会は、飯坂地区
の林道や森林整備状況等の現地確認、
役場庁舎屋上の修繕箇所の確認等を
行った後、委員会に付託された陳情
２件の審査を行いました。

　厚生文教常任委員会は、陳情３件
の審査の後、町合宿所おもてなし向
上事業として行われている「チーム
とれんぴあ」による町食材を使った
郷土料理の試食等を行いました。こ
れらの料理（昼食）は、令和８年度
からとれんぴあ利用者に提供が開始
されています。

議 会 活 動 報 告

１
月

３
月

4日
5日

7日

8日
9日

11日

15日

16日
17日
20日
26日

29日
30日
31日

24日

27日

1日
5日

6日

8日
10日
11日
12日
13日

15日
16日
17日
18日

21日
24日
26日
27日
30日

川俣町消防団出初式
仕事始め式（議長）
川俣町職員親和会新年会（正副議長）
東京電力株式会社社長来庁（議長）
新春交歓会
広報編集常任委員会
議会運営委員会
交通安全祈願祭及び交通安全を語る会（議長）
20歳のつどい（議長）
山木屋地区新春のつどい（副議長）
総務産業常任委員会、厚生文教常任委員会
議会運営委員会、全員協議会
広報編集常任委員会
農業委員会認定農業者懇親会（議長）
福沢自治会新年会（議長）
第１回議会臨時会、広報編集常任委員会
議会運営委員会
浪江町議会議員報酬等調査特別委員会視察受入
川俣町商工会新年会（議長）
福島県消防協会川俣支部懇談会（議長）
川俣町建設同業会新年会（議長）

総務産業常任委員会、厚生文教常任委員会
町民との懇談会
議会運営協議会、全員協議会
東楯会新年会（議長）

川俣高校卒業証書授与式（副議長）
予算決算常任委員会、総務産業常任委員会
厚生文教常任委員会
厚生文教常任委員会
川俣ふくしん会新年会（議長）
スプリングフェスタ in ふくざわ（議長）
総務産業常任委員会、厚生文教常任委員会
予算決算常任委員会
予算決算常任委員会
川俣中学校卒業式、山木屋中学校卒業式
予算決算常任委員会
いきいきふれあい大会（議長）
予算決算常任委員会
予算決算常任委員会
かわまた認定こども園卒園式
議会運営委員会、全員協議会
川俣小学校卒業式、山木屋小学校卒業式
伊達郡町村議会議長会議（正副議長）
川俣シャモまつり実行委員会懇親会（議長）
伊達地方消防組合議会全員協議会・定例会
伊達地方衛生処理組合全員協議会・定例会

３月５日～19日は第２回議会定例会開催

２
月

7日

9日
13日
15日
16日
22日

町スポーツ協会表彰式（副議長）
川俣町と近畿大学の連携・協働による震災復興フォーラム（副議長）
福島県後期高齢者医療広域連合議会運営協議会・定例会（議長）
全員協議会、議会運営協議会
大綱木新春交流会（議長）
川俣方部衛生処理組合議会全員協議会・定例会
第６分団消防屯所落成祝賀会（議長）

▲ 役場庁舎屋上を調査
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町
議
会
は
２
月
24
日
、「
川
俣
町
自
治
会
連
絡
協
議
会
と
議
会

と
の
懇
談
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
町
議
会
が
進
め
る
議
会
改
革
の
取
組
の
一
つ

で
あ
る
「
議
会
へ
の
住
民
参
加
」
を
推
進
す
る
た
め
、
議
会
の
仕

組
み
な
ど
を
少
し
で
も
町
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
、
町
商
工

会
と
の
懇
談
会
に
続
き
、
第
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
町
自
治
会
連
絡
協
議
会
か
ら
12
名
の
方
に
出
席
い
た

だ
き
、
議
会
の
概
要
説
明
や
事
前
質
問
へ
の
回
答
の
の
ち
、
議
員

と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
議
会
活
動
の
具
体
的
な
成
果
は
」「
議
会
議

員
に
な
っ
て
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
」
な
ど
の
質

問
の
ほ
か
、「
議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
が
半
分
に
な

り
内
容
が
分
か
り
づ
ら
く
な
っ
た
」「
議
員
に
は
日
ご
ろ
か
ら
町

民
の
様
々
な
声
を
聞
き
、
政
策
に
反
映
し
て
ほ
し
い
」
等
の
意
見

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な
意
見
は
、
今
後

の
議
会
の
取
組
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
定
期
的
に
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
、
議
会
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
場
面
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
取

組
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
３
回
目
の
町
民
と
の
懇
談
会

自
治
会
連
絡
協
議
会
と

議
会
と
の

懇
談
会
を
実
施

自
治
会
連
絡
協
議
会
と

議
会
と
の

懇
談
会
を
実
施

令和８年２月24日実施

今後も町民との今後も町民との
対話対話を進めます！を進めます！
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MORE SMILE cafe（モア・スマイル・カフェ）

代 表 者：谷口　豪樹
住　　所：字瓦町　オリナスかわまた内
営業時間： 9：00～16：00　カフェ・ドリンク
　　　　　11：00～14：00　ランチ
営 業 日：月～金　※今後土日営業も検討

TOWN　　 REPORTま ち れ ぽ
No．19

議 員 が 町 の『 い ま 』 を 取 材 し お 伝 え し ま す！

どんなどんな
お店ですか？お店ですか？

 おすすめ おすすめ
メニューは？メニューは？

今後の今後の
展望は？展望は？

　山木屋のスマイルファームのことをもっと
知ってほしい、町に人を呼び込み交流の場を
作りたいとの想いで開店しました。来た人が
もっと笑顔になってほしいという願いを店名
に込めました。

　数量限定のスマイルファームの苺を使用
した「スマイル苺パフェ」です。ランチは
現在、国産若鳥の唐揚げプレートのみです
が、今後、町内産の野菜を使ったメニュー
を増やしていく予定です。

　３名でのオープンですが、徐々にメンバーを
増やし営業していきます。それぞれアイデアを
持ち寄り、今後のメニュー作りに反映していき
たいです。SNSを中心とした発信、集客にも力
を入れていきます。

第19回

藤原　　正 議員

取 材 し た 議 員 か ら ひ と 言
　店内の棚には朝摘みイチゴがきれ
いに陳列、スタッフの笑顔での対応
に、こちらももっと笑顔に。昼時に
は客入りも盛況。ランチプレートは
オリジナルイチゴドレッシングが地元

の野菜をより美味しく引き立て、私も
思わずさらに笑顔に。このお店が交
流人口増加の拠点づくりに一役買え
ることを願っています。皆さんもぜひ
一度お立ち寄りください。



　
大
震
災
、
原
発
事
故
か
ら
15
年
、

30
兆
円
40
兆
円
と
莫
大
な
投
資
が

行
わ
れ
て
き
た
が
果
た
し
て
復
興

は
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
震
災
以
降
、

福
島
県
の
人
口
は
30
万
人
も
減
少

し
、
川
俣
町
も
震
災
後
５
０
０
０

人
が
減
少
し
た
。
除
染
に
１
０
０

０
億
円
、
復
興
事
業
に
合
計
３
５

０
億
円
を
投
じ
た
が
人
口
は
減
る

一
方
で
あ
る
。
復
興
事
業
と
は
新

し
い
産
業
の
創
出
で
あ
る
。
従
来

の
よ
う
な
産
業
に
は
お
金
を
出
さ

な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
復
興
と
い

う
名
の
も
と
に
大
型
公
共
事
業
や

大
規
模
開
発
で
大
手
企
業
は
潤
っ

た
が
被
害
を
受
け
た
個
々
の
生
活

再
建
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な

い
。
今
こ
そ
ハ
ー
ド
事
業
か
ら
ソ

フ
ト
事
業
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
行
政
は
こ
の
こ
と
を
念

頭
に
事
業
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
。

菅
野
清
一　
委
員
長

◇
広
報
編
集
常
任
委
員
会

委
員
長　
菅　
野　
清　
一

副
委
員
長　
山　
家　
恵　
子

委　
　
員　
藤　
野　
圭　
史

委　
　
員　
藤　
原　
　
　
正

委　
　
員　
菅　
野　
信　
一

委　
　
員　
高　
橋　
道　
也

発行・福島県伊達郡川俣町議会　編集・広報編集常任委員会、議会事務局
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川俣町の明るい未来の
ために私たちができる
こと

6
東福沢　齋藤　貴広さん

編
集
後
記

町 民 の 声 月議会傍聴のご案内

みなさんの傍聴をお待ちして
います。
議会ホームページからライブ
中継、録画配信もご覧いただ
けます。

がフェンシング競技と出会ったのは、

1988年、小学５年生の時でした。1995年

に開催されたふくしま国体のフェンシング競技会

場が川俣町に決定したことを契機に、強化選手プ

ロジェクトのスポーツ少年団一期生として競技を

始め、現在に至ります。現在は川俣高校の部活動

指導員および川俣町フェンシング協会副会長とし

て、仕事を持ちながら活動を続けております。

　私たちがフェンシングを通して川俣町の未来を

明るくするためにできることの一つは、技術向上

だけでなく人間力の育成です。集中力や判断力、

礼儀作法を養うこの競技は、将来を担う人材育成

につながると考えています。また、地域との交流

と地域貢献も大切な役割です。川俣町大会には県

外や海外から多くの選手や関係者が集まり、地域

の魅力発信や経済活性化にも寄与しています。

　このようにフェンシング競技は、互いに剣を交

えるその一瞬一瞬が、人と人をつなぎ、地域全体

を育て、川俣町の

明るい未来を切り

開く大きな力を

持っていると私た

ちは信じています。

No
197

6月4日㈭～１0日㈬は
6月定例会を予定しています。

私

　現在、町が進めてい旧飯
坂小学校の利活用計画につ
いて、ＣＲＳスポーツ工業㈱と包括連携協
定を締結し連携等を含め進めていくという
説明を受けました。

　議会では、今後も同事業の進捗状況等に
ついて随時説明を求め、様々な観点から意
見し、町民の将来の負担増とならないよう
行政の監視に努めてまいります。

見やすいユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

◦地元住民等への説明は早急に
　行うべきではないか。

◦まだ検討事項が多い中で事業を進めて将
　来の町民負担とならないか。
◦本当にここまでの施設が必要なのか。
◦ランニングコストが想定以上だった場合、
　改修を止めることはできるか。

議員からの意見議員からの意見

第３回（令和８年２月27日）
全員協議会レポート
旧飯坂小学校の利活用計画等に
ついて説明を受ける


